
第５学年３組 算数科学習指導案 

平成２４年１１月２１日（水）第３校時   

      

 

１ 単元名   面 積 

 

２ 単元の目標 

・長方形の面積の公式をもとにして，三角形や平行四辺形などの面積を求める公式を進んで

見いだそうとしている。                （算数への関心・意欲・態度） 

・長方形の面積の公式をもとにして，三角形や平行四辺形などの面積を工夫して求めたり，

公式をつくったりすることができる。               （数学的な考え方） 

・三角形や平行四辺形などの面積を求める公式を用いて，面積を求めることができる。 

（数量や図形のついての技能） 

・三角形や平行四辺形などの面積の求め方を理解する。（数量や図形についての知識・理解） 

 

３ 単元について 

第５学年の目標（２）「三角形や平行四辺形などの面積及び直方体などの体積を求めること

ができるようにする。」に基づき本単元を構成する。平面図形の面積は第４学年で単位面積を

定義し，面積の大きさを数値化することを学び，長方形・正方形の面積を公式としてまとめて

きた。これらの既習事項をもとにして，本単元では面積を求める図形の対象を三角形，平行四

辺形及びひし形・台形へと広げていく。 

ここでは，いろいろな方法で求積することで，数学的な見方や考え方が養われるとともに，

既習内容を活用しながら探究できるという数学の面白さが味わえる。また，多様な求積方法が

一つの公式に集約され，能率的に求積できるという数学の素晴らしさを味わえる単元でもある。

そのため，公式を覚えることよりもつくりあげる過程を重視し，数学的な思考力や表現力を高

めさせていく場とすることが重要である。 

図形の面積を求める学習はこの後，円の面積を求める第６学年へとつながっていくが，円の

面積を求める際にも既習事項である平行四辺形の面積の考え方を使う。つまり，本単元はこれ

から数学で展開される図形学習の基礎ともなる重要な単元であるといえる。 

 

４ 児童について 

 (略) 

 

５ 指導について 

  本年度の研究主題は「未来につながる力をもつ子どもの育成」である。また，意欲づくり

部会のテーマは，「学習意欲を高める指導の工夫」である。そこで，以下のような点に留意し

ながら指導していきたいと考える。 

 

(1) 学ぶ意欲を高めるために 

① 導入の工夫 

導入での課題の与え方次第で，児童の興味・関心はずいぶんと違う。意欲をもって課題

に取り組み続けさせるためには課題との距離を近づけてやることが大切である。本単元で

は児童の課題への興味・関心を高めるために，クイズ・挑戦状形式の課題を与えることと

する。児童たちにとって，この形式の課題はゲーム感覚で取り組むことができ効果的であ

ると考える。 

また，この形式を用いることで算数を苦手とする児童の関心を高めるだけでなく，算数

への興味・関心が高い児童に多様な考えを導く意欲も高めさせたい。そこで本時では，「ピ



カゴラス博士からの挑戦状」として学習課題を提示する。ここでは，博士が台形の面積を

求める方法は多様にあることを宣言し，なおかつ博士の考えた解き方を見つけ出すという

課題にすることで，多様な考えを引き出させたい。 

 

② 自力解決のために 

教えてもらってできるようになることと自分の力で解決したこととでは，解決できたと

きの充実感が違う。当然理解の度合いも基礎・基本の定着度合いも違ってくる。しかし，

特に図形の学習においては，ノートに描かれた図を見ながら机上だけで進めていても思考

が進まないことが多い。そこで，パズルや工作の感覚で操作させながら，思考を手助けす

るものが必要となる。そのために分割したり回転したりできる具体物を準備したい。本時

においては，台形の面積を求める際，手元で操作できる図形を十分に用意する。これは，

試行錯誤を繰り返し，多様な考えを引き出させるためのものである。 

さらに，児童の考えをサポートするためのヒントカードとして，分割する部分を推測で

きるような破線を図形に入れたものを準備する。このヒントカードは，アイデアが浮かば

ない児童のためだけではなく，算数が得意な児童にとっても多様な考えを引き出させるも

のにしたい。そのため，誰もが取りに行きたくなるような楽しい場の設定を考えたい。そ

して，少人数で学習を進めているため，何度もヒントカードを取りに行くのが可能である

ことを生かしたい。 

 

(2) 仲間とつながるために 

算数で問題解決する時の見方や考え方は１通りではない。仲間と考え方を共有することで，

よりよい考え方が生まれたり，違った見方に気付いたりするものである。そういう意味でも，

授業の中で意見交換し，新たな気付きや発見をさせたい。そのために，同じ考え方にネーム

プレートを貼らせる。これにより自分の考えを友達の意見で確認したり，他の考えに関心を

もったりすることができる。また，自分の考えと異なるものでよいと思ったものについて発

言させ，他の考え方のよさを認めさせる活動も取り入れたい。 

さらに，計算した式から公式化を図る場面では底辺・高さなどのキーワードを与え，各自

で公式化させそれぞれの考えを話し合う場をもちたい。特に，台形の求積については２時間

に分け，多様な考えを引き出させる１時間と公式化を目標に話し合う１時間を設ける。 

 

６ 指導計画（１４時間配当） 

時 学 習 内 容 ね ら い 関 考 技 知 評 価 規 準 

１ 

 

 

長方形や正方形の面積

の求め方から，直角三角

形の面積の求め方を考

える。 

直角三角形の面積の

求め方を理解するこ

とができる。 

◎  ○  (関)既習事項をもとにして三角形

の面積を求めようとしている。 

(技)直角三角形の面積を求めるこ

とができる。 

２ 

 

 

 

長方形や正方形の面積

の求め方から，一般の三

角形の面積の求め方を

考える。 

一般の三角形の面積

の求め方をいろいろ

に考え，説明すること

ができる。 

○ ◎   (考)三角形の面積の求め方を考

え，説明することができる。 

(関)長方形の面積の考え方を生

かし三角形の面積を求めようと

している。 

３ 

 

 

三角形の面積を求める

公式について考え，公式

をまとめる。 

三角形の面積を求め

る公式を理解するこ

とができる。 

  ○ ◎ (知)三角形の面積の求め方の公

式を理解することができる。 

(技)三角形の面積の公式を使っ

て面積を求めることができる。 



４ 

 

 

三角形の面積の求め方

をもとに，四角形の面積

を求める。 

四角形の面積を三角

形分割の考え方を用

いて求めることがで

きる。 

 ◎ ○  (考)四角形を三角形に分割する

考え方を用いて面積を求めるこ

とができる。 

(技)四角形の面積を求めること

ができる。 

５ 

 

三角形の面積の求め方

や等積変形を使って，平

行四辺形の面積の求め

方を考える。 

平行四辺形の面積の

求め方をいろいろ考

え，求めることができ

る。 

○ ◎   (考)平行四辺形の面積の求め方

を考え，説明することができる。 

(関)図形を操作しながら平行四

辺形の面積を求めようとしてい

る。 

６ 

 

平行四辺形の面積を求

める公式について考え，

平行四辺形の面積を求

める。 

平行四辺形の面積を

求める公式について

理解することができ

る。 

  ○ ◎ (知)平行四辺形の面積の求め方

の公式を理解することができる。 

(技)平行四辺形の面積を求める

ことができる。 

７ 

 

 

高さが図形の外部にあ

る三角形や平行四辺形

について面積を求める。 

高さが図形の外部に

ある三角形や平行四

辺形について面積を

求める公式が適用で

きることを理解する

ことができる。 

  ○ ◎ (知)高さが図形の外部にある三

角形や平行四辺形でも公式が適

用できることを理解できる。 

(技)高さが図形の外部にある三

角形や平行四辺形について面積

を求めることができる。 

８ 

 

ひし形の面積の求め方

を考える。 

ひし形の面積の求め

方を考え，面積を求め

る公式を理解するこ

とができる。 

 ○  ◎ (知)ひし形の面積の求め方の公

式を理解することができる。 

(考)ひし形の面積の求め方を考

えることができる。 

９ 

（本
時
） 

台形の面積の求め方を

考える。 

台形の面積の求め方

を多様に考えること

ができる。  

○ ◎   (考)台形の面積の求め方を多様

に考え，解き方をワークシートに

書くことができる。 

(関)意欲的にいろいろな解き方

を見つけようとしている。 

10 

 

台形の面積を求める公

式について考え，台形の

面積を求めることがで

きる。 

台形の面積を求める

公式を理解すること

ができる。 

 ○  ◎ (知)台形の面積の求め方の公式

を理解することができる。 

(考)台形の面積の求め方の公式

を考えることができる。 

11 練 習 既習事項を使って問

題を解決することが

できる。 

○  ◎  (技)三角形や四角形の面積を求

め，問題解決することができる。 

(関)既習事項をもとに問題解決

をしようとしている。 

12 底辺一定で高さが変化し

たり高さ一定で底辺が変

化する場合の面積の変化

の様子を調べる。 

底辺と面積，高さと面

積が，それぞれ比例す

る関係にあることが

分かる。 

 ◎ ○  (考)三角形の高さや底辺と面積

の関係を考えることができる。 

(技)変わっていく様子を表にま

とめることができる。 

13 式の形からいろいろな求

積の仕方が読み取れるこ 

面積を求める式の形

に着目し，式の表す意 

 ◎ ○  (考)どのようにして面積を求め

たのか説明することができる。 



 とをまとめる。 味をいろいろに読み

取ることができる。 

    (技)面積を求める式の形に着目

し，式の意味を読み取ることがで

きる。 

14 たしかめ道場 面積の公式を確実に

習得し，活用すること

ができる。 

○  ◎  (技)面積の公式を用いて，求積す

ることができる。 

(関)既習事項を生かし問題を解

決しようとしている。 

 

７ 本時の目標 

・三角形や平行四辺形の面積の求め方を活用して，台形の面積を多様な考え方で求めること

ができる。 

 

８ 準備物 

 黒板用図形，操作用図形，ヒントカード，ワークシート，ネームプレート 

 

９ 本時の学習過程 

学 習 活 動 支援（・）と評価（☆） 

○ 「ピカゴラス博士からの挑戦状」を見て本時の学習

に関心を高める。 

・台形の面積の求め方は何種類くらいあるのかな。 

 

 

 

○ 台形の面積を求めるためにはどうすればよいか予想

する。 

・三角形に分けて考えられそうだ。 

・平行四辺形に変形できそうだ。 

 

○ 図形を操作しながら，台形の面積を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・意欲的に活動に取り組めるよう

に課題提示の仕方を工夫する。 

 

 

 

 

・平行四辺形やひし形の面積を求

めたときの学習で操作したこと

を想起させ，考え方がひらめか

ない児童のためのきっかけにす

る。 

 

☆意欲的にいろいろな解き方を見

つけようとしている。 

（操作活動……関心・意欲・態度） 

 

・多様な考え方を引き出すために

手元で操作できる図形を十分に

準備しておく。 

 

・初めはヒントカードを与えずに

考えさせ，途中からヒントカー

ドに関する指示を与える。児童

の意欲が持続するように指示の

与え方を工夫する。 

 

・立式に戸惑う児童には色つきの

ヒントカードを与えたり，個別

に支援したりする。 

台形の面積をいろいろな方法で求めましょう。 

(ｲ) 
対角線で二つの 

三角形に分割 

（２パターン） 

6×4÷2＝12 

 3×4÷2＝6 

  12＋6＝18 

(ｱ) 二つの直角三角形

と長方形に分割 

 2×4÷2＝4 

 4×3＝12 

 1×4÷2＝2 

 4＋12＋2＝18 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・分割する場合は，２パターンあ

るものがあるが，同じ式になる

ことを押さえておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆台形の面積の求め方を多様に考

え，解き方をワークシートに書

くことができる。 

（ワークシート…数学的な考え方） 

 

(ｵ) 
平行四辺形に等積

変形 

 

 9×2＝18 

(ｷ) 

合同な台形を結合

させ，平行四辺形に

倍積変形 

 9×4＝36 

36÷2＝18 

(ｴ) 
平行四辺形と 

三角形に分割 

（2パターン） 

3×4÷2＝6 

 3×4＝12 

  6＋12＝18 

 

(ｳ) 

長方形に等積変形 

   

  4×4.5＝18 

(ｶ) 

三角形に等積変形 

 

9×4÷2＝18 

 

(ｸ) 

長方形から直角三

角形をひく 

6×4＝24 

 2×4÷2＝4 

  1×4÷2＝2 

24－4－2＝18 



 

○ 台形の面積の求め方を説明する。 

・(ｲ)対角線をひき，二つの三角形に分けて面積を 

求めました。 

     ・(ｵ)真ん中で横に切って回転させ，平行四辺形に 

    にして求めました。 

 

○ 出された考え方を共有する。 

・そんな考え方もあったんだな。 

 

○ 「ピカゴラス博士からの挑戦状」の解答を知る。 

・同じ考え方が見つかったぞ。 

 

○ 次時の予告を聞き，学習内容を知る。 

・台形の面積を求める式から，言葉を使って公式が 

作れるかな。 

 

・自分の考えと同じものかどうか

確認し，ネームプレートを貼る

よう助言する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・次時に向けて三角形，平行四辺

形のように公式化が図れるのか

という興味をもたせる。 

 

10 授業の観点 

  ・学習課題の提示の仕方やヒントカードの与え方を工夫したことは，課題に対する意欲を持

続させるために効果的だったか。 

 

 


